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小節の下の分析：上の小節の演奏に関連した分析を中心に記載。始めに「3.」とあったら3小節について述べている。
□内のアルファベット：大、小楽節を示す。
小文字アルファベット：部分動機（リズム、音程的動機）。またはその反転、拡大、縮小で新しい音型となったものを示す。

同音：バロック時代のある曲において、8分・16分音符での同じ音の連続は、別々の動機として分けて演奏表現する必要があると感じ、楽譜に記した。
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カ：経過音　ツ：逸音　セ：先取音　シ：刺繍音　イ：倚音　カワ：経過和音　シワ：刺繍和音　ケワ：掛留和音　非和声音を示す。一部だけ記した。

8、8vb：記譜音のオクターブ下の音を表す。今回は音域的に不可能なため記譜音を弾く。やむを得なく音符の横に書く場合があるが普通は下に書く。

赤い音符：動機、声部を明確にするため、原譜と長さを変えたり注目すべき音を示す。
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a：やF:　和音記号の前に付き、何調の和音なのかを示す。調性が曖昧な時に使用する。
           a：イ短調、d:ニ短調、F：ヘ長調、C：ハ長調、と言うように小文字は短調、大文字は長調を表す。

（根）（3）（5）：その和音の最高音が和音のどの音かを示す。和音を示すローマ数字の上に書かれる。重要な箇所のみ記入。

密　開：その和音が密集配分か開離配分かを示す。一部だけ示した。

等のローマ数字：和音がその調の何番目のものかを示す。それによりその調の役割が判断できる。
右上の小さい数字は転回形。右下の小さい数字は追加で加えられている音を示す。右上の数字が無いなら最も安定的な基本形となる。
ただし、この時代は対位法と和声法混合の作曲法で曲が作られているため、一般的な和声法の音楽理論が当てはまらない事も多い。
6小節1拍目など無理に和音を当てている箇所もある。
／は和音の根音省略。上の小さなⅴはⅤの副5の和音である事を示す。上のローマ数字がⅳならⅣの副5。

和音記号の下の小文字ローマ数字は保続音を示す。ⅰなら主音の低音保続。
ⅴなら属音の低音保続となる。なお、高音保続、内声保続等も時代により存在する。

主調：イ短調

A-a
A-a-1

アーティキュレーション（音の区分や歌い方）的スラーを表す。ギターの技法的スラーではない。ギターの技法的スラーを示すときはギタースラーと注釈をつけた。

音の繋がりや音の進行方向、その声部の次の音がどれかを示す。赤い矢印もあるが楽譜浄書ソフトの都合上赤くなっているので同種とする。

動機の開始から終わりまで、または特徴のある音（9小節同音）を示す。部分動機が分かれていてもそこで演奏が分割されない事もある。

演奏上特別に気になった音程の変化を示す。この曲は特にⅤに多く見られる長短6度の上行跳躍が効果的に使われていると感じた。

（根）

長6度

（ラシドシ）a

カワ

主題

シワ
（ラソ ラレ）b ♯

原曲ハ短調　　ギター譜イ短調
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6度
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作曲：ヨハン・セバスティアン・バッハ
編案：市川亮平

リュート組曲第2番よりサラバンド　BWV997　分析譜



1-2小節（以下小節略）．舞踏曲のサラバンドシンコペーションの縮小のようなリズムで開始される。
主音が低音に保続され、安定感がありイ短調をはっきりと意識させる。
それ以外に安定感を与える要素として、長6度の連続、1→2拍目の半音進行、
2拍目の低音のオクターブ跳躍下行が挙げられる。この跳躍は1，3，5，6，7小節で見られ、サラバンドのリズムを作る。
これはある種の重さとも言える。6弦ギターでは5弦ラで同音進行。
重さを逃す手法として1小節2拍目から開離配分（アルトパートの不在）が挙げられる。
動機はa,bに分けたが主題は終わりまで一息に、重くならないよう、遅くなり過ぎず前に向かうよう注意したい。
和音の変更を意識すると旋律の滑らかさを失いやすいので、2，3拍表は経過和音、刺繍和音であると考えて弾く。
2小節目に向かい5度跳躍下行して上3声は落ち着く。終わらず次に繋げるためバスが主題に応じ音の流れを維持する。
1拍目と3拍目表で撥弦直後、4弦共鳴消音。それ以外で6弦共鳴消音。

a逆行縮小（シドシラ）

密 ミが伸びていたら密だが
聞こえ方を取り開とする。
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密

a

主題の模倣的応答

b

3．1拍目の和音で主音の保続が1瞬途切れる。
　　2小節、低音の主題模倣の最終音であり
　　次に再び主音の保続を考えたなら、自然な流れ。
　　1拍目強拍だが主題の終わりとしてあまり強くなく。
　　2拍目から再び保続開始。和音のバランスを意識し、
　　響きを大事に2，3拍間6弦の共鳴消音（シ、ソ♯）、pを6弦に置く。
　　緑の矢印の示す長6度跳躍、そこからの2拍に及ぶ順次下行を流麗に。
　　長6度は全体で到達音を柔らかく弾き、ある種のブレーキ、
　　修辞学で言えば接続詞的に使われ、そこからの新しい展開を
　　始める目的で配置されていると感じる。
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f変形
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a反転　アルト7小節まで休
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解決 5度


4．2拍目ラ（赤い音）が1小節からの音の流れの終着点。
 　2拍目ラを弾く時、その3弦以外全弦消音。
　　注目すべき点は2，3拍目の低音の休符。
　　サラバンドでリズム的重心の来るはずの2拍目に
　　低音が無い理由は2拍目表拍で1小節からの流れが
　　終わり、5小節目の新しい展開に上行で軽快に向かうためが1点。
　　安定的な低音の主音が無くなり枷が外れたように
　　前に向かいやすく、またそうしたくなる。
　　もう1点は5小節から6小節1拍目、ニ短調の借用和音が使われ
　　調性が揺らぐ。そのための低音の休止ではないかと考えられる。
　　曲全体で響きのため、共鳴音を極力消して弾くが、
　　ここは共鳴音を消音しない選択をした。
　　それが上行の後押し、調性の揺らぎに繋がると感じた。

1
d:

a:

5．1拍目拍頭、前の小節からの2拍に渡る上行の頂点。
　　そこから4小節で1声になった反動のようにソプラノ、
　　アルト、テノールと各声部が現れ順に下行する。
　　その下行にはaの反転が利用される。
　　動機の区分を意識し演奏する。
　　次の小節への経過的な役割を持つ。従って流麗に。
　　内部調のニ短調を感じさせるがレは出現せず。
　　次の小節の1拍目のレを目指す。しかしあくまで
　　イ短調として低音ラは主音の保続とした。
　　1拍目前の共鳴を必ず消音。
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） 6．上段、バッハの曲の間奏で良く見る2声の反行。
　　1拍目ニ短調導音ド♯→主音レの解決があり、
　　その後イ短調の導音→主音がすぐ続く。
　　間奏と書いたが半音の解決や6度の上行跳躍があり、
　　スラスラ流れるように弾きにくい。
　　半音の解決を意識しすぎると1拍目ニ短調的解決で停滞するため
　　意識はするが、イ短調を定着させるソ♯→ラと共に1つの動機として
　　まとまりをもって弾く。解決、跳躍を丁寧に。
　　それ以外で前へ向かう。非常に緩急のセンスを問われる箇所。
　　赤い音は実際は16分音符。 動機や声部の繋がりを明確にしたく、
　　上声が2声進行で聞こえるよう私の勝手で8分音符にした。
　　毎拍6弦消音。

a反転縮小

（d:5

赤い音は本来は16分音符
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1. 2.14



赤い音は声部の繋がりを示すため、
また、和声的に成立するため8分音符にした。
2拍目は実際は16分音符で弾く。

後半逆行e
アルト再開

6度

変形f
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A-b
A-b-1

g

同音

ゼクエンツ（反復）

下属調平行調：ヘ長調

g

同音

g

同音

h

同音

h

ゼクエンツ（反復）

h

同音

h

同音

i



7-8.イ短調のⅡ（Ⅴの副5）-Ⅴ。 5小節目で休止していたアルトが再開。
　　　7小節で4声進行となり第1部前半、大楽節の終わりに向かい緊張を高める。
　　　7小節最後の6度の跳躍により、緊張が和らぎ8小節1拍目のⅤの副5属9の和音・属音低音保続へ。
　　　この和音は原曲では上段レ♯の上にファ♯が置かれ、最高音ドとの減5の響きを伴うが、
　　　ギターではその音を出すことが不可能なので省略した。
　　　しかし減7の響きや属音の保続により、ある程度元の和音の雰囲気を保てると感じる。
　　　8小節2拍目、上段は半終止。和音と3拍目4分休符がその根拠となる。
　　　しかし下段は順次下行により継続するため、完全に途切れず9小節目に訥々と繋げる。
　　　弾き方としては7小節声部・動機の弾き分けを意識。
　　　6度の跳躍はややドをテヌート、ファ♯を弱く、零れ落ちるように8小節へ。
　　　それを表すように8小節1拍目は和音を崩し、その減衰に合わせるように半終止する。
　　　2拍目以降さらに小さくデクレッシェンドで次の9小節イ短調主和音へつなぐ。
　　　7小節毎拍6弦消音。8小節1拍目5弦消音。2拍目5，6弦消音。
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反転a
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完8度跳躍

a:5

d拡大 9-10.第1部後半の始まり。ヘ長調に転調。しばらく2声進行となる。
　　　前の8小節2拍目からの下声、順次下行は終わらず拡大され継続。
　　　上声は逆に同音の連続を伴なう順次上行。反行により軽く美しく進行する。
　　　バッハの曲においては連続する同音を繋げず、区切るのが相応しいと考える。
　　　私は弱い停滞感を出す読点未満、あるいは小さい「っ」促音のように分類している。
　　　それにより9小節は拍毎の終わりに配置される同音が前に向かう力を吸収する。
　　　10小節は下行進行で同音は拍の真ん中に配置されている。
　　　それが、この小節の中心となる3度の下行跳躍の動機hを明瞭にする。
　　　ここは4回連続するhでリズムよく、前に向かうように弾き、最後の6度跳躍で
　　　小節的動機を締めくくる。また、10小節2拍目拍頭のバスが8分休符となり、その裏から
　　　始まる新しいリズムが見られる。共鳴音を消音しないとそのリズムが活きない。
　　　全てヘ長調属和音だが、バス毎に転回形が変わる点を表したいと感じ2，3拍目
　　　8分音符ごとに6弦や1弦を消音する事に努めた。
　　　3拍目裏のシ♭は残してヘ長調属和音の性質を強めた。

a: 1

反行（音が逆方向に動く)

F: /4

6度

1
/5a 5s

残して和音を作る

5u /5a


9-10小節と同じため動機区分省略 下属調：ニ短調

順次下行

A-b-2

更に順次下行

a反転

平行調：ハ長調

d反転
c反転

3度



 11-12.9-10小節と同じ音型の安定や停滞的な進行。演奏表現もほぼ同じで良い。
　　　　ハ長調に向かうためのニ短調的な調性変化はあるものの和音の配置が密でなく、和声的にも緩やかさを感じる。
　　　　緑の矢印が示す6度の跳躍もしっかり再現されているが、10小節の跳躍は小節的動機の終了のみを示すのに対し、
　　　　12小節目の6度の跳躍は動機の終了だけでなく、第1部後半第1楽節の不完全終止、
　　　　第1部を締めくくる調への転調の境でもある。そのため10小節の跳躍よりも12小節の跳躍は丁寧に処理したい。
　　　　具体的にはややrit.3弦ソから1弦ミで減衰を丁寧に合わせる。そして13小節1拍目へ吸い込まれるように短7度下行跳躍。
　　　　跳躍前のソは開放音。消音すべきか迷ったが、不完全終止を作るニ短調属和音の第7音として和声感を出すため
　　　　残すことにした。もちろん次の13小節1拍目撥弦時、ソもミも、ミが共鳴する6弦も必ず消音したい。

1

ゼクエンツ

5q
d:
F:6

1 d: /5a

j

5s 5u

残して和音を作る

/5a
13．部分動機、小節的動機、いくつもの反復を持つ4小節の
　　落ち着いた性質の進行から一転して盛り上がりに向かう。
　　2拍目からの8分音符ごとの和音配置。
　　上声、下声の順番に起こる順次上行などで徐々に盛り上がりの
　　兆しを作っていきたい。前半の終わり、後半部開始の
　　平行調：ハ長調に転調。
　　細かく配置された和音のため消音が難しい小節。
　　1拍目、前の小節6，3，1弦消音、その後すぐ6弦共鳴消音、
　　3拍目表5，6弦消音、裏pで5，6弦で消音。imでファラ撥弦。
　　最後の3度の跳躍和音は6度よりやや効果が薄いが、修辞的。

C:

d:

2
1

C:5 /5w
8

1q
8

残して和音を作る

4
8


a反転 d反転

c反転 3度

終結部

セ

8



14．13小節の反復。音型がそのまま4度上がり、
　　　ハ長調の属和音中心で進行。
　　　そのため緊張感・盛り上がりが更に増す。
　　　3拍目表拍は経過和音とも考えられる。
　　　13小節の流れで1拍目pは5弦に置き5，6弦消音。
　　　iaで1拍目ソシ撥弦。
　　　2拍目裏からのバスが順次上行し、次の小節主音に
　　　向かう事を意識。
　　　また、上声3度の跳躍を柔らかく次の主和音第3音へ。
　　　この3度の跳躍の開始音レは残して属和音の響きを強める。
　　

5
8

5
（ケワ）
6

残して和音を作る

∞a
15．1拍目不完全終止。少し終止感を出す。
　　しかし終結部らしく、和音が目まぐるしく変化し、
　　跳躍も多いため安定はしない。
　　それらを強調しようとするとゴツゴツし、
　　優雅さがなくなるので注意したい。
　　特に跳躍の多い前半、優雅に淡々と弾くことで調和がとれる。
　　3拍目バスのオクターブ下行跳躍を表すため拍頭を
　　メゾスタッカート。また、次の完全終止を丁寧に。
　　ただし先取音ドがあるのでそこで溜め過ぎないで弾きたい。
　　2拍目表、1で5弦ラ消音、3拍目裏1弦ミ1で消音。

1 4 1q 2q ¡w 5
8

1
16．1拍目ドとドのオクターブの上行跳躍を音程で出せないので
　　　裏拍の「ド」をメゾスタッカート、それにより同音の連続の
　　　弾き分けもできる。次のシの連続も前のシはメゾスタッカート。
　　　前のめりでない落ち着いた進行で1小節目に向かう。
　　　停滞感が出過ぎないように2-3拍の表拍ややアクセントから
　　　裏は弱くする。
　　　6弦はミシの共鳴のため常にp側面消音。

17．弾いた瞬間1，6弦消音。

8

同音 同音
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B-a
B-a-1

平行調：ハ長調

長6度

a

主題

増4 〇

b変形

模倣的応答

b変形

平行調属調：ト長調

a＋b'短縮

主題展開

f変形 6度



18．平行調ハ長調で主題を再現。
　　1小節目とほぼ同じバスの進行、6度の音程の連続。
　　異なるのは短和音が長和音になった他に（3）で表した第3音高位。
　　これにより短・長和音の響きの違い以外の明るさを生み出している。
　　やや明るめの響きと2拍目Ⅳに向かうほんの少しの勢いを出す。
　　ソプラノは19小節1拍目に向かい増4度の跳躍をする。
　　音色は明るいが柔らかく弾かないと上品さが損なわれるので注意する。
　　1、2，3拍目表拍撥弦直後6弦消音、3拍目1，2の指で1，3弦消音。

1
（3）

4
8

1
8

（カワ）

k

1 %5u

B-a-2

19．1ｰ2小節と同じバスで主題応答。
　　和音はハ長調Ⅴの副5の和音。
　　あるいはト長調の属和音。
　　1-8小節は概ねイ短調が支配的だったが
　　2小節目に対応するこの小節では
　　いきなり調が揺れる。
　　1拍目撥弦直後pは5弦に置き5，6弦消音。
　　2拍目レまでiでバスを弾く。
　　18小節に比べ堂々と、だが軽く。

短属調：ホ短調

a

ケワ
同音 カワ 同音

20．主題が展開されト長調に転調。
　　バッハのギター譜編案において信頼するF.クーンツ氏は
　　2拍目内声ミを1オクターブ上げ響きの良いⅡの最適配置に
　　している。私はそれは響きが明る過ぎると感じ
　　実験的に原曲に近い形にした。
　　ただし、その分響きが良くないので右手の弾く位置に注意した。
    人に運指を問われたらクーンツ版を薦める。
　　2拍目25F（位置の目印推定フレット）、3拍目21F上でpは撥弦する。
　　この曲でよく見られる6度の上行跳躍が最後にあるが、
　　これは全て終止に関わるⅤの和音か類する箇所に配置されている。
　　音楽修辞学的な意図をはっきり感じる。
　　弾き方としては柔らかさを出す、少しrit.をして次に向かう。
　　

C:
G: 1q
5q

同音

G: 2q

ギタースラー

5u

 イ
カ 8度跳躍

並進行

 

k


5度

6度



21．倚音を1拍目に用い終止感を薄め、2拍目で不完全終止。
　　倚音により1拍目は前に進み、2拍目拍頭で終止感を出す。
　　そこからホ短調に転調。　バスは原曲と異なる主和音の上行分散和音。
　　ポジションの都合上3拍目バスのミとソをオクターブ下で弾くことは避けた。
　　全声部上行跳躍進行のため、上るエネルギーが必要だが
　　不完全終止したばかりでそれが足りない気がする。
　　力を振り絞ってクレッシェンドか、淡々とバスをスタッカートで
　　弾き上昇するか。曲調的に後者を選んだ。
　　ソプラノ、アルトの8度上行跳躍からの3度の和音は、強くないが響く、
　　伸びるように。3，6弦共鳴を消さず撥弦場所も注意する。

1

カ

G:
e:

6w
1w

8 8

22．ソプラノ・アルトが3度の和音で下行していく。
　　しかし、同音を並べながらの下行のため
　　シラ/ラソ/ソファ/ファソラ（ソプラノの動き）と
　　音のグループを意識する。
　　しかし、ここはレガートでアーティキュレーション
　　の長さを感じたいため同音区分目的の
　　スタッカートは用いない。
　　表拍によるアクセントで薄く区分するに留める。
　　バスが無い分共鳴が聞こえやすいため
　　消音に注意する。
　　経過的パートであり和音は無理に特定せず
　　後半第1部を締めくくるホ短調に転調した
　　という点だけは把握しておく。

e:2w
1( ) /5d

23．22小節の動機kをバスで縮小再現。
　　　ソプラノ・アルトも継続進行するため
　　　22小節のアーティキュレーションの再現を丁寧に。
　　　ただし同音の連続がないため滑らかに。
　　　長い下行により失われていくエネルギーが、緑の矢印の示す
　　　ソプラノ長6度、アルト完全5度、バス長7度の下行跳躍により
　　　さらに散逸されるように丁寧に。そのためギターの技法的スラー
　　　を直前の16分音符で使った。
　　　pは（4）、5、6弦消音のため全てimaで弾く。　　

下属調：二短調

1q 2 5q ギタースラー

7度


d反転

a反転 j反転 全終止

k短縮

B-b
B-b-1

g反転

同音

9小節反転

g反転

同音
同音



24．掛留音が22，23，24小節と連続して現れる。
　　減衰の大きいギターではそれを表現しにくい、
　　ともすれば意識外に置いてしまうので注意。
　　24-25小節にかけて全終止があるため特に属和音の導音、
　　属音から次の主音への進行を大切に。
　　2拍目はバス「ラ」を弾いた後、すぐに4弦消音。
　　6弦ファ♯の共鳴は消せないのでこの点は課題とする。
　　次の25小節ホ短調主和音は全弦開放のため音色、
　　バランス、倍音処理に注意。
　　この小節の3拍目から右手の位置をしっかり調整する。

1q 2q 1w 5

25．全終止後、バスはすぐにニ短調に移り進行。　
　　　1拍目裏で転調開始、8小節2拍目に似ている。
　　　26小節で転調完了とする。1拍目バスはスタッカート。
　　　そのため終止感はあるが動きのある小節。
　　　ここも同音が配置されブレーキとアクセル。
　　　6度の響き下行進行を活かすため
　　　共鳴音、倍音の処理に注意。
　　　2拍目ソプラノ「ソ」は運指上途切れる。
　　　そのため右手が移動可能で良く鳴る場所（22F付近）で弾く。
　　　更に5弦ド♯の倍音が気になるので右手を
　　　サウンドホール右寄りに移動。

e: 1
(根)

d:2
d:4(

カワ

）

同音

d:5q

同音

26．ニ短調になり和声の変化がなく安定する。
　　9小節と同じスラーの箇所は滑らかに、同音は
　　アーティキュレーションを分ける。
　　原曲はテノールに下属調属和音第5音（原曲：ソ　イ短調：ミ）
　　があるが響きの点から省略。　5弦第5倍音のため弾く場所に注意。
　　全て属和音だが転回形を細かく書いている。
　　理由は消音をきちんと行いそれにより、
　　転回形を浮き出させるため。
　　ただしバスの動きは和声法と言うより対位法的。

5q 5 /5w 5q
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30





1. 2.32


h反転

同音

h反転

同音

h反転

同音

h反転 不完全終止
平行調：ハ長調

ゼクエンツ（26-27小節反復）



27．引き続きニ短調属和音。10小節目の反転の変形。
　　かなり細かくなってしまうが同音の連続で区分する事により
　　リズム、推進力が生まれる。4回の3度上行跳躍後の順次下行では
　　次の小節に滑らかに繋げ不完全終止へ導きたい。
　　消音のパターンが、1拍目裏直前セーハ解除（その後すぐセーハ）、
　　ほぼ毎回5，6弦p側面消音と複数ある点に注意が必要。

不完全終止

5d /5w /5a /5x 5q

主調：イ短調

5
28．ハ長調に転調。
　　バッハの曲によく出てくる調性の緩やかな下行。
　　※この場合e-d-Cそして主調a-mollへ回帰。
　　休符時に4弦消音だけでなく開放ミ消音や
　　6弦共鳴音注意。
　　表現は26小節と同じであるが調性を意識しやや明るく。

2
1

間奏

8
/5w /5w 5q

29．1拍目ソプラノ2音とも開放音。1拍目裏直前で左手で消音。
　　　27小節と全く同じ転回形。注意点もほぼ同じ。
　　　異なる点は30小節1拍目ハ長調不完全終止後、
　　　終結部に向けて和音、音型、跳躍と多様な変化があり
　　　盛り上がるため、その前に安定、鎮静を出したい。
　　　そう言う意味でこの小節3拍目から次の1拍目は
　　　繊細なコントロールが必要。　　

5d /5w /5a /5x 5q 5


B-b-2

C:
d:

6度

C:

6度 6度

カワ連続

6度 6度
6度



30．地味だがハ長調から主調：イ短調へ至る重要なパート。
　　細かい部分動機の区分はあまり気にせず流れるように。
　　3拍目主調イ短調への転調はさりげなく、しかし導音ソ♯から主音ラへの
　　繋がりを忘れない。
　　最後の6度の下行跳躍から次の間奏への入りを丁寧に。
　　また次の間奏はF.クーンツ氏は響きを大事にして音を省略しているが
　　私は実験的にそうしないため消音、倍音のコントロールの準備をしっかり行いたい。

終結部

C: 1

半音解決
半音解決

a:5 a: 1q 1
31．本来はバスが1オクターブ下の音で進行するが6弦ギターではそれが出来ない。
　　そのためF.クーンツ氏は2拍目からバスを省略しテノールをバスとしている。
　　ただ、それ以外に解決策は無いか、と考え私は実験的にバスも残した。
　　結果、バスとテノールが交差してしまうのでバスの進行が聞こえるよう気をつけたい。
　　また、低い音域での3度の連続での音の濁りをなんとか解消したい。　　
　　倍音制御でも3度の良い響きには至らないかもしれないが、
　　できるだけ聞く人のストレスのないように弾く場所に注意する。
　　5回にわたる連続しての6度の跳躍、8分音符ごとの経過的な和音の変化がある。
　　しかしそれらを意識し過ぎると演奏に優雅さが無くなるので注意する。
　　変化を俯瞰しつつ流れるように弾く。

2q （ 1w 2w

交
差

1w ）

交
差

/5d

交
差

/5x


ツ

ツ 半音解決

ツ セ



32．特に前半2拍、非常に色々詰まった小節。
　　　和音、上声下声の半音進行、非和声音。
　　　どれが非和声音かも判断がしにくい。
　　　1，2拍目はあまり和声進行にとらわれ過ぎず、流れるように優雅さを忘れず弾きたい。
　　　「ツ」は逸音だが捉えようによっては和声音にもなり得る。
　　　3拍目は全終止するイ短調属和音。上声は対位法的終止形。
　　　順次下行は滑らかにデクレッシェンドが適切。
　　　特にバスの属音「ミ」から次の主音「ラ」の連結をしっかり意識する。
　　　3拍目のバスは表メゾスタッカート、裏でテヌートで実現できないオクターブの表現を工夫する。
　　　

1q /5x
シ

半音進行

1q /5

イ 半音進行

5u 8 1
終止形

33.イ短調の響きを大事に。
　　共鳴音、倍音のコントロールをしっかり行う。
　　前の先取音からの終止のため「間」のコントロールも意識。
　　34小節も同様に。　　
　　33小節の同音はやはり前の音をメゾスタッカートで区切り、
　　スラーで繋げられた音はレガートで次の音に向けやや前向きに進む。
　　

8
同音 同音

8
1
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